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特
　集

▲鯛網の様子

元
気
な
海
を

　
　
　取
り
戻
し
た
い
　



特
　集

芸南漁業協同組合

福本 悟さん

Q  

芸
南
漁
協
で
主
に
漁
獲
さ
れ
て
い
る 

 

魚
種
や
水
産
物
に
は
ど
の
よ
う
な
も 

 

の
が
あ
り
、
漁
獲
量
や
販
売
収
入
等 

 

は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
ま
す
か

　
芸
南
漁
協
で
は
、
真
鯛
を
中
心
に
チ
ヌ
、
キ
ジ
ハ

タ
、
タ
モ
リ
、
オ
コ
ゼ
、
ヒ
ラ
メ
、
エ
ビ
類
な
ど
多

彩
な
魚
種
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
漁
獲
は
年
ご

と
の
天
候
に
左
右
さ
れ
、
エ
ビ
類
は
雨
が
多
い
年
に

豊
漁
、
少
な
い
年
は
不
漁
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
真

鯛
や
キ
ジ
ハ
タ
・
タ
モ
リ
な
ど
が
好
調
で
し
た
。

　
一
方
、
ヒ
ラ
メ
や
ア
ナ
ゴ
は
大
き
く
減
少
し
、
か

つ
て
は
１
日
15
～
20
㎏
あ
っ
た
水
揚
げ
が
、
今
で
は

数
枚
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
資
源
を
守
る
た
め
、
広
島
県
漁
業
振
興
基
金
で
は

年
間
約
27
万
匹
の
真
鯛
を
は
じ
め
、
キ
ジ
ハ
タ
や
オ

コ
ゼ
の
育
成
・
放
流
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
取
組
が

安
定
し
た
漁
獲
、
資
源
維
持
に
一
定
の
成
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

▲たこつぼ

宇
野
議
員
・
村
上
議
員
が
聞
く

芸
南
漁
業
協
同
組
合

◀海ぶどう

たけはら市議会だより2025（令和 7 年）11 月 第 122 号（ 2 ）



▲芸南漁業協同組合

Q  

現
在
の
組
合
員
数
に
つ
い
て 

 

教
え
て
く
だ
さ
い

　
准
組
合
員
を
含
む
総
数
は
35
名
（
准
組
合
員
９
名
、

正
組
合
員
26
名
）
。
牡
蠣
業
は
若
手
や
外
国
人
労
働

者
も
多
い
が
、
魚
類
業
は
高
齢
化
し
て
お
り
、
50
代

か
ら
70
代
が
多
い
で
す
。

　
今
後
も
「
20
人
」
を
切
ら
な
い
よ
う
、
若
い
人
材

も
含
め
人
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Q  

海
水
温
の
上
昇
や
藻
場
の
減
少
な
ど
、 

 

漁
場
環
境
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に 

 

感
じ
て
い
ま
す
か

　
近
年
、
環
境
変
化
の
影
響
は
非
常
に
大
き
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
水
温
は
昔
よ
り
高
く
な
っ
て
お
り
、
わ
ず

か
１
～
２
度
の
違
い
で
魚
卵
が
孵
化
し
な
か
っ
た
り
、

稚
魚
が
育
た
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
、
海
の
生
態
系

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
一
部
で
藻
場
が
復
活
し
、
回
復
の
兆
し
も

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
海
全
体
と
し
て
は
栄
養
源
が
減

少
し
、
「
痩
せ
た
海
」
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
山
か
ら
流
れ
込
む
水
が
極
端
に

浄
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
排
水
の
影
響
で
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
十
分
に
育
た
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
、
強
い
懸
念
を
抱
い
て
い
ま
す
。

Q  

市
民
や
子
ど
も
た
ち
に
漁
業
や 

 

海
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、 

 

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か

　
毎
年
、
忠
海
学
園
の
５
年
生
を
対
象
に
、
漁
業
や

海
ぶ
ど
う
を
学
ぶ
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
郷
土
産
業
振
興
館
な
ど
地
域
の
施
設
と
も

連
携
し
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
魚
の
さ
ば
き
方
や

料
理
教
室
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
、
子
ど
も

た
ち
に
海
や
漁
業
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

Q  

竹
原
市
へ
の
要
望
は 

 

あ
り
ま
す
か

　
来
年
は
飼
料
代
の
さ
ら
な
る
高
騰
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、
他
の
市
町
で
は
助
成
金
を
増
額
す
る
動
き
も

あ
り
ま
す
。
竹
原
市
へ
、
そ
う
し
た
動
き
に
合
わ
せ

た
支
援
を
要
望
し
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
何
よ
り
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
地
元
の
海

の
幸
を
お
い
し
く
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
漁
業
者

の
励
み
と
な
り
、
漁
業
を
支
え
る
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
私
た
ち
の
や

り
が
い
と
な
り
、
漁
業
を
守
り
続
け
る
力
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
魚
を
食
べ
て
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

▲竹原市近郊で獲れた鮮魚

たけはら市議会だより第 122 号（ 3 ） 2025（令和 7 年）11 月



令和 6年度決算　賛成多数で認定！　　　　決算特別委員会委員長　山元　経穂　　副委員長　川本　円

Q   令和8年度、補助の継続は。
A   令和6年度25円、令和7年度も35円上乗せを行っていますが、

財源が国からの地方創生臨時交付金であるため、令和8年度も国
の動向を注視しつつ、対応してまいります。

❺ 給食費の補助について

Q   児童・生徒の安心・安全、生命に係る大規模改修や修繕
のみならず、長時間学校で過ごす子どもたちのためにも、
より細やかな修繕による環境整備が必要では。

A   学校は地域コミュニティ、防災、生活の場として多様な観点で
捉えていること、また今後適正配置による変動はあるが、基本
的には社会教育施設との位置付けとして残ること等から、財源
の問題もあるが、安心・安全のためにも優先順位を定めて、修
繕に取り組んでまいります。

❹ 小中学校の施設維持管理について

■歳入歳出決算認定について（議案第44号）

■下水道事業決算認定について（議案第45号）

資本的収入額（翌年度繰越財源を除く）が資本的支出額に対して不足する額は、当年度分消費税及び地
方消費税資本的収支調整額、繰越工事資金、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分損益勘定留保資金
で補填した。

※令和6年度決算の概況は、広報たけはら12月号でも公表されます。

会　　計　　名 予算現額 歳入決算額 歳出決算額
一 般 会 計 18,988,733,117円 17,224,232,247円 16,760,161,147円 
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3,083,344,000円 2,930,131,537円 2,927,913,314円 
貸 付 資 金 特 別 会 計 5,548,000円 5,022,573円 5,022,573円 
港 湾 事 業 特 別 会 計 67,632,000円 58,556,243円 39,718,375円 
公共用地先行取得事業特別会計 117,891,000円 117,889,999円 117,889,999円 
介 護 保 険 特 別 会 計 3,506,733,000円 3,428,090,553円 3,386,240,199円 
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 575,490,000円 573,600,536円 572,516,077円

区　　　分 収入決算額 支出決算額
収益的収入および支出 632,457,106円 580,180,768円

資本的収入および支出 735,064,169円 1,226,091,667円

　以上のような総括審査に加え、部毎の集中審査における質疑を踏まえた上で、当委員会に付託された
2議案につきまして討論を経て採決を行った結果、両議案を原案のとおり認定すべきものと決しました。

たけはら市議会だより2025（令和 7 年）11 月 第 122 号（ 4 ）



令和 6年度決算　賛成多数で認定！　　　　決算特別委員会委員長　山元　経穂　　副委員長　川本　円

●審査スケジュール
　9/2  正副委員長互選　日程・ 

資料請求
　9/16 集中審査　総務部・企画部
　9/17 集中審査　市民福祉部
　9/18  集中審査　教育委員会・ 

建設部
　9/22 総括審査・討論・採決

総
括
審
査
の

様
子
は
動
画
で

み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
!

Q   人口減少、人件費及び物件費が増加し、地方債残高も 
同様の傾向にある中で本市財政に関して、今後の見通しは。

A   国・県の補助金、交付金等の有利な財源を活用するとともに、
事務事業の見直し、歳入の確保に取り組むことで、持続可能で
効率的な行財政運営を図ってまいります。

❷ 本市財政の今後について

Q   この事業の累計総額並びに負担額、事業効果、幅広い 
本事業における各機関の連携については。

A   当事業の累計総額は約1億5,000万円となり、負担額は国が約
6,700万円、県が約3,000万円、市が約5,500万円となります。

  事業効果は、事業開始後相談件数が126件と開始前より格段に
増加しており、また各機関との連携については、市と社会福祉
協議会を中核に社会福祉法人等、多機関と協働、連携出来る体
制を構築しており、今後とも体制の維持、強化を図り、社会 
福祉の向上を推進することに努めてまいります。

❸ 重層的支援体制（地域まるごと支えあい体制）の整備について

Q   一般・特別会計を合算すると約1億8,000万円の税金等
による滞納が計上されている。滞納者と納税者に税の公
正・公平性を欠く問題を生じさせているが、市の認識は。

A   市としては問題であると認識しており、職員の徴収研修、納税
相談、庁内横断で滞納問題に対応する債権確保対策委員会にお
ける協議、差し押さえ等の取組により、継続して徴収に努める
ことで、税の公正・公平性を担保してまいります。

❶ 滞納問題について

　当委員会に付託されました、議案第44号「令
和6年度竹原市歳入歳出決算認定について」、
議案第45号「令和6年度竹原市下水道事業決算
認定について」、以上の2議案につきまして総
務部、企画部、市民福祉部、建設部、教育委員
会、行政委員会と部署ごとに関係事務の集中審
査を行った後、最後に市長の臨席により総括審
査を行い、計5回にわたる審査を締めくくりま
した。

たけはら市議会だより第 122 号（ 5 ） 2025（令和 7 年）11 月



議案
番号 議案名等 議案等の概要 付　託

委員会

平

　井

村

　上

蕎
麦
田

下
垣
内

今

　田

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

大

　川

道

　法

吉

　田

宇

　野

松

　本
議決
結果

報告
第 9 号

令和 6 年度決算に基
づく健全化判断比率
及び資金不足比率に
ついて

令和 6 年度決算に基づく健全化判断比
率及び資金不足比率について、議会に
報告するもの

－ － － － － － － － － － － － － － 原案
報告

報告
第 10 号

損害賠償額の決定に
ついて

接触事故について損害賠償の額を定め
るため専決処分したので報告するもの － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

議案
第 39 号

人権擁護委員の推薦
につき議会の意見を
求めることについて

人権擁護委員中　山登純子　委員は、
令和 7 年 12 月 31 日をもって任期満了
につき、その後任委員を推薦しようと
するもの（山登純子氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 異議

なし

議案
第 40 号

竹原市立学校設置条
例の一部を改正する
条例案

竹原市立大乗小学校を廃止することに
伴い、必要な規定を整備するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 41 号

竹原市職員の育児休
業等に関する条例及
び竹原市職員の勤務
時間、休暇等に関する
条例の一部を改正す
る条例案

地方公務員の育児休業等に関する法律
等の一部が改正されたことに伴い、育
児部分休業の取得形態を拡充するとと
もに、仕事と育児の両立支援について、
制度の周知や利用の意向確認を行うな
ど、必要な規定を整備するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 42 号

竹原市市営住宅設置
及び管理条例の一部
を改正する条例案

市営住宅長寿命化計画において用途廃
止の方針が決定している市営住宅のう
ち、全入居者の移転が完了した東川住
宅、西ヶ迫住宅、天神町住宅、登町住宅
及び柏住宅について、用途を廃止する
もの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ 欠
席 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 43 号

市長等の損害賠償責
任の一部免責に関す
る条例の一部を改正
する条例案

地方自治法施行令の一部が改正された
ことに伴い、条例中における引用条項
の整理を行うもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 44 号

令和 6 年度竹原市歳
入歳出決算認定につ
いて

地方自治法第 233 条第 3 項の規定によ
り、令和 6 年度竹原市一般会計及び特
別会計の歳入歳出決算について、議会
の認定を求めるもの

決算 × ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × × × 原案

認定

議案
第 45 号

令和 6 年度竹原市下
水道事業決算認定に
ついて

地方公営企業法第 30 条第 4 項の規定
により、令和 6 年度竹原市下水道事業
決算について、議会の認定を求めるも
の

決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案

認定

議案
第 46 号

令和 7 年度竹原市一
般会計補正予算（第 4
号）

歳入歳出それぞれ 108,228 千円を増額
補正するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 47 号

令和 7 年度竹原市国
民健康保険特別会計
補正予算（第 1 号）

歳入歳出それぞれ 5,279 千円を増額補
正するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ 欠
席 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 48 号

令和 7 年度竹原市介
護保険特別会計補正
予算（第 1 号）

歳入歳出それぞれ 35,994 千円を増額
補正するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ 欠
席 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 49 号

令和 7 年度竹原市後
期高齢者医療特別会
計補正予算（第 1 号）

歳入歳出それぞれ 7,150 千円を増額補
正するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ 欠
席 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

陳受
第7-18号

忠海団地が所有する
汚水処理施設の移管
要望について

竹原市議会会議規則第 145 条の規定に
より陳情を処理するもの

民生
都市
建設

委員会審査の結果、継続審査とすることとなりました。

発議
第7-5号

地方財政の充実・強化
に関する意見書（案）

地方自治法第 99 条の規定により意見
書を提出するもの 省略 × ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案
可決

●令和7年第3回定例会　議案概要・採決結果 令和7年9月2日～令和7年9月25日　○は賛成　×は反対　

たけはら市議会だより2025（令和 7 年）11 月 第 122 号（ 6 ）



… 主 な 議 案 …

議案第42号  竹原市市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例案

議案第46号  令和７年度竹原市一般会計補正予算（第4号）

・内　　容／ 竹原市市営住宅長寿命化計画において、用途廃止の方針が決定している
市営住宅のうち、全入居者の移転が完了した東川住宅、西ヶ迫住宅、天
神町住宅、登町住宅及び柏住宅について、用途を廃止するもの。

 ・質　　疑／ 廃止する市営住宅の跡地利用を今後、どのように取り組むのか。

・答　　弁／ まずは計画的な解体を実施し、跡地については有効活用等に努め、本市
の活性化に取り組む。

●大久野島訪問税導入検討事業
・内　　容／ 大久野島における観光のあり方について、竹原市や国をはじめ観光関連

事業者やその他関係者などが各種課題を共有し、その解決策を計画的に
実行するための安定的な財源確保を図るため、大久野島訪問税導入検討
委員会を設置し、訪問税の導入について検討を行うもの。

 ・質　　疑／ 大久野島訪問税の検討委員会設置の目的・使途・諮問内容の明確化につ
いて、具体的に教えていただきたい。

・答　　弁／ 大久野島の訪問税検討委員会設置の目的は、多くの人が平和学習のため
に訪れる大久野島の過去の遺産が風化している現状を踏まえ、環境整備
の促進と毒ガス関連遺跡の適切な管理保全を図ることと、観光客増加に
伴うインフラの課題解消、そして、これらの財源確保を検討することと
している。市としては、法的拘束力の強い訪問税導入を目指し、課税客
体や使途について協議していく方針である。

※
訂 

正

　
前
回
の
第
１
２
１
号
に
お
い

て
、
５
ペ
ー
ジ
主
な
議
案
の
議

案
第
２
９
号
の
答
弁
の
表
記
に

誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

（
誤
）
今
井
正
之
顕
彰
施
設

（
正
）
今
井
政
之
顕
彰
施
設
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質
問  

入
札
参
加
業
者
６
社
中

５
社
は
、
市
発
表
の
最
低
制
限

価
格
で
抽
選
、
村
田
相
互
設
計

が
落
札
、
１
社
は
千
円
オ
ー
バ

ー
で
失
格
。
昨
今
の
人
件
費
・

物
価
高
騰
の
中
、
な
ぜ
制
限
価

格
な
の
か
理
解
出
来
な
い
が
。

答
弁 
市
長 

最
低
制
限
価
格
の

算
定
率
及
び
算
定
方
法
を
公
表

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
業
者
の
競

争
性
が
働
き
、
５
社
が
同
額
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

質
問  

村
田
相
互
設
計
か
ら
２

回
の
設
計
変
更
が
あ
り
、
合
計

１
３
０
６
万
２
百
円
が
増
額
さ

れ
て
い
る
。

答
弁 

市
長 

浸
水
対
策
の
検
討

を
行
い
、
防
災
機
能
を
中
心
に

対
応
し
た
も
の
で
す
。

質
問  

竹
原
合
同
ビ
ル
改
修
工

事
、
安
藤
・
間
企
業
体
に
お
い

て
も
最
低
制
限
価
格
26
億
４
７

７
６
万
円
で
落
札
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
増
額
変
更
さ
れ
て
い
る
。

入
札
が
２
社
と
な
っ
た
理
由
と

最
低
制
限
価
格
公
表
は
公
正
な

入
札
に
問
題
は
。
建
設
業
法
、

市
の
条
例
適
用
を
厳
正
に
見
直

す
べ
き
で
は
。

答
弁 

市
長 

市
内
業
者
に
係
る

育
成
の
観
点
、
受
注
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
市
内
業
者
を

構
成
員
に
加
え
る
Ｊ
Ｖ
方
式
を

採
用
し
た
も
の
で
す
。

質
問  

庁
舎
改
修
工
事
２
社
の

３
年
間
の
工
事
実
績
は
。

答
弁 

市
長 

令
和
３
年
か
ら
５

年
ま
で
の
実
績
は
、
安
藤
・
間

企
業
体
は
合
計
３
４
４
３
億
３

６
０
０
万
円
、
一
方
の
浅
沼
企

業
体
の
合
計
は
65
億
１
４
０
０

万
円
で
す
。

質
問  

工
事
実
績
に
大
き
く
差

が
あ
る
が
、
業
者
公
募
時
に
多

く
の
業
者
が
参
加
出
来
る
方
向

に
改
善
す
べ
き
で
は
。

答
弁 

市
長 

今
後
も
公
平
性
・

透
明
性
を
図
り
な
が
ら
、
市
内

業
者
の
受
注
拡
大
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問
（
旧
）
ゆ
め
タ
ウ
ン
駐
車

場
用
地
４
筆
の
取
得
費
は
１
億

１
７
８
９
万
円
。
（
旧
）
か
つ

は
ら
は
築
35
年
、
店
舗
閉
店
令

和
５
年
１
月
、
土
地
取
得
費
９

０
９
万
円
、
建
物
取
得
費
２
１

８
０
万
円
、
鑑
定
会
社
は
。

答
弁 

市
長 

（
株
）
中
央
鑑
定

所
で
す
。

質
問
（
旧
）か
つ
は
ら
解
体
費

約
２
千
万
円
は
市
が
支
出
と
発

表
さ
れ
た
が
、
公
金
の
公
平
・

公
正
な
執
行
か
ら
も
前
例
の
な

い
行
為
、
法
的
に
問
題
は
な
い

の
か
。

答
弁 

市
長 

誰
が
所
有
か
に
関

わ
ら
ず
、
必
要
な
事
業
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

学
校
の
プ
ー
ル
に
代
え

て
、
民
間
施
設
を
利
用
す
る
考

え
は
な
い
で
す
か
。

答
弁 

教
育
長 

民
間
プ
ー
ル
を

活
用
し
た
水
泳
授
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
教
員
の
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
観
点
な
ど
か
ら
、

全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
、
今
後
は
財

政
面
も
踏
ま
え
て
、
活
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
学
校
体
育
館
に
は
空
調
設

備
を
早
急
に
整
備
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
。

答
弁 

教
育
長 

避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
学
校
体
育
館
の
空

調
設
備
の
整
備
は
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
体
育
館
の
将
来
的
な
配

置
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
方

向
性
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

財
源
確
保
や
整
備
す
る
際
の
空

調
の
熱
源
方
式
の
検
討
も
含
め

て
、
中
長
期
的
な
視
点
を
持
ち
、

計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問  

今
後
の
観
光
政
策
を
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
戦
略
的
な
観
光
地
経
営
の
実

現
を
目
指
す
た
め
、
本
年
７
月

に
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
計
画
を
策
定
し
、
一
般
社

団
法
人
竹
原
観
光
ま
ち
づ
く
り

機
構
に
お
い
て
、
必
要
な
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
に

よ
り
、
観
光
消
費
額
の
増
加
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
総
合
的
な
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
持

続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
の

実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問  

た
け
は
ら
フ
ァ
ン
に
な

っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
竹

原
の
課
題
解
決
に
も
っ
と
関
わ

っ
て
い
た
だ
く
場
を
設
け
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
。

答
弁 

市
長 

「
た
け
は
ら
フ
ァ

ン
」
の
方
々
に
、
本
市
の
行
事

へ
の
参
加
や
課
題
解
決
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
ま
ち

の
賑
わ
い
創
出
や
ま
ち
づ
く
り

の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
期
待

で
き
る
人
材
の
確
保
の
観
点
か

ら
も
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
集

合
型
で
は
な
い
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
仕
組
み
づ
く
り
も
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
他
市

町
の
事
例
も
参
考
に
調
査
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則
●財政健全化について
● 一般社団法人竹原観光まちづくり機構の令和６年体制について
●たけはら合同ビル大規模改修工事に伴う設計等業務委託について
●（旧）ゆめタウン財産取得について

動 画

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男
●学校の猛暑への対策について
●観光政策について
●関係人口の活用について

動 画
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質
問  

庁
舎
改
修
工
事
２
社
の

３
年
間
の
工
事
実
績
は
。

答
弁 

市
長 

令
和
３
年
か
ら
５

年
ま
で
の
実
績
は
、
安
藤
・
間

企
業
体
は
合
計
３
４
４
３
億
３

６
０
０
万
円
、
一
方
の
浅
沼
企

業
体
の
合
計
は
65
億
１
４
０
０

万
円
で
す
。

質
問  

工
事
実
績
に
大
き
く
差

が
あ
る
が
、
業
者
公
募
時
に
多

く
の
業
者
が
参
加
出
来
る
方
向

に
改
善
す
べ
き
で
は
。

答
弁 

市
長 

今
後
も
公
平
性
・

透
明
性
を
図
り
な
が
ら
、
市
内

業
者
の
受
注
拡
大
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問
（
旧
）
ゆ
め
タ
ウ
ン
駐
車

場
用
地
４
筆
の
取
得
費
は
１
億

１
７
８
９
万
円
。
（
旧
）
か
つ

は
ら
は
築
35
年
、
店
舗
閉
店
令

和
５
年
１
月
、
土
地
取
得
費
９

０
９
万
円
、
建
物
取
得
費
２
１

８
０
万
円
、
鑑
定
会
社
は
。

答
弁 

市
長 

（
株
）
中
央
鑑
定

所
で
す
。

質
問
（
旧
）か
つ
は
ら
解
体
費

約
２
千
万
円
は
市
が
支
出
と
発

表
さ
れ
た
が
、
公
金
の
公
平
・

公
正
な
執
行
か
ら
も
前
例
の
な

い
行
為
、
法
的
に
問
題
は
な
い

の
か
。

答
弁 

市
長 

誰
が
所
有
か
に
関

わ
ら
ず
、
必
要
な
事
業
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
中
央
１
・
２
丁

目
の
雨
水
排
水
管
工
事
は
、
長

さ
約
３
６
０
㍍
・
管
径
１
，
０

０
０
㍉
・
地
下
約
２
～
３
㍍
に

埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
維
持

管
理
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

こ
の
維
持
管
理
は
、

職
員
が
マ
ン
ホ
ー
ル
坑
内
の
目

視
調
査
に
よ
り
異
常
の
有
無
を

確
認
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は

修
繕
の
必
要
は
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

質
問  

２
０
１
５
年
３
月
作
成

の
「
中
央
地
区
下
水
道
管
路
施

設
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務
・

報
告
書
」
に
伴
う
維
持
管
理
状

況
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

答
弁 

市
長 

こ
の
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
管
渠
や
水
路
の

布
設
替
え
、
老
朽
化
マ
ン
ホ
ー

ル
の
更
新
を
実
施
し
、
経
費
は

計
画
策
定
の
平
成
27
年
以
降
、

約
５
０
０
万
円
を
支
出
し
て
い

ま
す
。

質
問  

竹
原
都
市
計
画
下
水
道

事
業
の
維
持
管
理
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

こ
の
事
業
は
都
市

計
画
決
定
を
受
け
た
平
成
元
年

度
以
降
、
汚
水
は
令
和
９
年
度

の
完
了
を
目
標
に
、
雨
水
は
平

成
元
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
、

中
央
排
水
区
・
新
た
に
本
川
排

水
区
の
浸
水
対
策
に
も
着
手
し

た
こ
と
か
ら
、
今
後
10
年
以
上

の
工
事
期
間
を
要
す
る
見
込
み

で
す
。

　
維
持
管
理
費
は
老
朽
化
の
管

渠
の
補
強
や
更
新
、
流
下
状
況

の
確
認
等
点
検
を
行
い
、
必
要

な
補
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問  

６
月
１
日
、
ア
イ
フ
ル

通
り
の
老
朽
化
ビ
ル
か
ら
コ
ン

ク
リ
ー
ト
破
片
が
落
下
し
て
危

険
だ
と
言
う
地
域
住
民
の
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
空
き
家
条
例
の
所
有
者
等

の
責
務
「
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
適
切
な
管
理
を
行
う
」
と
あ

り
ま
す
が
、
竹
原
市
の
現
状
把

握
と
そ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

所
有
者
に
対
し
、

写
真
に
よ
り
建
物
の
状
態
・
危

険
性
を
伝
え
、
周
辺
へ
の
危
険

防
止
対
策
を
講
じ
る
よ
う
自
発

的
な
改
善
措
置
を
促
し
、
被
害

発
生
時
の
損
害
賠
償
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
を
通
知
し
て
い
ま

す
。

　
現
地
の
対
応
は
、
市
道
上
に

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
、
モ
ル

タ
ル
片
の
除
去
な
ど
軽
微
な
措

置
を
行
い
、
危
険
な
状
態
を
解

消
し
て
い
ま
す
。

質
問  

今
榮
市
政
の
取
組
に
つ

い
て

答
弁 

市
長 

議
員
各
位
並
び
に

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺

い
し
な
が
ら
、
本
市
の
住
み
や

す
さ
、
暮
ら
し
や
す
さ
に
磨
き

を
か
け
、
「
元
気
と
笑
顔
が
織

り
な
す　
暮
ら
し
誇
ら
し
、
竹

原
市
。
」
の
実
現
の
た
め
市
政

を
推
進
し
、
「
人
を
活
か
す
」
、

「
地
域
を
活
か
す
」
、
「
歴
史

文
化
を
活
か
す
」
、
「
市
民
の

意
見
を
活
か
す
」
を
テ
ー
マ
に

市
政
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
新
庁
舎
の
整
備
・
移
転
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
設
立
、
農
福
連
携
事
業
、

竹
原
Ｄ
Ｘ
事
業
の
推
進
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
進
化

・
推
進
、
未
来
の
人
材
育
成
、

忠
海
学
園
及
び
吉
名
学
園
へ
の

安
全
な
通
学
路
の
確
保
、
本
川

流
域
水
害
対
策
事
業
、
東
野
地

区
浸
水
対
策
事
業
な
ど
、
竹
原

市
に
と
っ
て
重
要
な
多
く
の
事

業
の
推
進
に
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
真
摯

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

質
問  

竹
原
市
の
将
来
像
に
つ

い
て

答
弁 

市
長 

中
心
市
街
地
及
び

複
合
施
設
の
整
備
、
忠
海
港
及

び
そ
の
周
辺
整
備
、
浸
水
被
害

対
策
事
業
に
よ
る
ま
ち
の
強
靭

化
な
ど
本
市
の
課
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
多
く
の
施
策
の
推
進
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
将
来
都
市
像
の
実
現
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
、
市
民
と
共
に
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
歩
み

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
次
世
代

を
担
う
方
々
へ
継
承
し
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
と
情
熱
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。

　
頼
山
陽
先
生
の
詩
に
あ
る
よ

う
に
、
私
自
身
努
力
を
重
ね
て
、

先
達
が
つ
な
い
で
来
ら
れ
た
よ

う
に
、
市
民
の
皆
様
の
た
め
に
、

長
く
残
っ
て
い
く
よ
う
な
仕
事

を
成
し
遂
げ
た
い
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
郷
土
竹
原
の
た
め
、
「
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か

っ
た
、
帰
っ
て
き
た
い
、
住
ん

で
み
た
い
」
と
市
内
外
の
多
く

の
方
々
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る

元
気
な
竹
原
市
の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ

● 竹原市のインフラ施設（竹原市中央１・２丁目、雨水・下水道管施設等）
の維持管理について

● 老朽化の空き家ビル（アイフル通り・旧大沢ビル）の 
維持管理について

動 画

大
おおかわ

川　弘
ひ ろ お

雄 ● 今榮市政の取組と竹原市の将来像に 
ついて 動 画
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質
問  

本
市
の
い
じ
め
初
期
対

応
時
の
や
り
と
り
の
記
録
・
保

存
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

教
育
長 

本
市
で
は
、
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法
「
竹
原

市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
い
じ
め
の
認
知
や
早
期

発
見
・
対
応
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
は
、
生

徒
指
導
主
事
や
担
当
教
員
を
中

心
に
「
い
じ
め
防
止
委
員
会
」

を
設
置
し
、
児
童
生
徒
や
保
護

者
と
の
対
応
、
事
実
関
係
を
記

録
と
し
て
残
し
、
委
員
会
議
事

録
と
と
も
に
５
年
間
保
存
し
て

い
る
。

　
記
録
の
様
式
は
文
科
省
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
各
校
が

効
果
的
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
保

存
の
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
る

ほ
か
、
重
大
事
態
に
備
え
、
生

徒
指
導
担
当
者
や
管
理
職
へ
の

研
修
を
通
じ
、
対
応
・
記
録
管

理
の
重
要
性
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
県
が
運
営
す
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
電
話
相
談
窓
口
を
全
児

童
生
徒
に
周
知
し
、
市
教
育
委

員
会
も
校
内
掲
示
等
で
相
談
体

制
を
整
備
し
て
お
り
、
今
後
も

心
理
的
安
全
性
を
確
保
し
な
が

ら
、
一
人
一
人
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受

け
止
め
、
学
校
全
体
で
防
止
・

早
期
対
応
を
図
る
体
制
を
構
築

し
て
い
く
。

質
問  

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
そ
の

理
念
を
着
実
に
形
に
し
て
い
く

た
め
の
制
度
的
・
組
織
的
な
基

盤
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

市
長 

本
市
は
「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
宣

言
」
を
契
機
に
児
童
館
や
未
来

創
造
会
議
で
の
意
見
聴
取
、
こ

ど
も
計
画
策
定
、
複
合
施
設
整

備
へ
の
反
映
な
ど
を
進
め
、
遊

具
や
図
書
館
の
充
実
、
学
習
ス

ペ
ー
ス
整
備
に
つ
な
げ
て
き
た
。

　
今
後
は
意
見
箱
設
置
や
Ｗ
Ｅ

Ｂ
収
集
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

に
よ
り
子
ど
も
・
若
者
が
気
軽

に
意
見
を
出
せ
る
環
境
を
広
げ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
公
表
や
参

加
者
へ
の
通
知
を
行
う
な
ど
「

見
え
る
化
」
に
努
め
て
い
く
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
つ

い
て
は
、
委
員
と
し
て
の
参
加

に
加
え
、
別
会
議
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
通
じ
た
参
画
も
検
討

し
、
ま
ず
は
安
心
し
て
意
見
を

表
明
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
て

い
く
。

　
庁
内
で
は
少
子
化
対
策
推
進

会
議
を
総
合
調
整
の
場
と
し
、

子
ど
も
・
若
者
の
声
を
全
庁
的

に
集
約
し
、
政
策
に
反
映
す
る

体
制
を
構
築
し
、
既
存
組
織
を

活
用
し
て
理
念
を
具
体
的
施
策

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　８月　６日　議会運営委員会
　８月　７日　 広島中央環境衛生組合議会 

先進地視察（～８日）
　８月２２日　総務文教委員会
　８月２７日　議会運営委員会
　９月　２日　本会議
　　　　　　　決算特別委員会
　９月　４日　総務文教委員会
　９月　５日　民生都市建設委員会
　９月　８日　本会議
　９月　９日　本会議
　９月１２日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　９月１６日　決算特別委員会
　９月１７日　決算特別委員会

　９月１８日　決算特別委員会
　９月２２日　決算特別委員会
　　　　　　　総務文教委員会
　９月２５日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
１０月　１日　広島県市議会議長会臨時会
１０月　９日　愛知県知多市議会来庁
１０月１４日　民生都市建設委員会
１０月２０日　議会運営委員会
　　　　　　　中国市議会議長会臨時総会
１０月２１日　兵庫県西宮市議会来庁
　　　　　　　茨城県水戸市議会来庁
１０月２２日　 総務文教委員会行政視察 

（～２４日）
　　　　　　　福岡県嘉麻市議会来庁

議 会 の う ご き

この間、広報広聴委員会を２回開催しました（9/2,10/15）。

村
むらかみ

上 まゆ子 
●いじめ発生時の対応体制について
●  「こどもまんなか社会」の実現に 
　向けた取組について 動 画
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ア ン ケ ー ト 中 間 報 告
　9月に配布いたしましたアンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。 現在ま
でに982通のご回答をいただいております。多くの皆さまから貴重なご意見をお寄せいただき、
心より感謝申し上げます。
　「市議会に関心がありますか」という質問では、6割以上の方が「関心がある」と回答され、
市議会への関心の高まりが感じられました。また、「議会だよりを読んだことがありますか」で
は、約9割の方が「読んだことがある」と答えられ、多くの市民の皆さまに議会活動を身近に感
じていただいていることが分かりました。
　一方で、「本会議・委員会のタネット放送やインターネット配信を視聴したことがありますか」
では、6割以上の方が「視聴したことがない」との結果となりました。今後
は、より多くの方に議会の様子を知っていただけるよう、発信方法の工夫
や広報の充実に努めてまいります。
　アンケートの最終結果は、2月の議会だよりでお知らせする予定です。今
後も市民の皆さまとの“つながる議会”を目指して取り組んでまいります。

Q Q1 2市議会に関心が
ありますか？

 「議会だより」を読んだ
ことがありますか？

Q3 本会議・委員会のタネット放送や 
インターネット配信を視聴した 
ことがありますか？

ある 24%

まあある
37%

あまりない
25%

ない
12%

わからない 2%

毎回読む
48%ときどき読む

41%

ほとんど
ない
8%

ない 3%

本会議・委員会のタネット放送や
インターネット配信を視聴した

よく
視聴
する
9%

ときどき
視聴する
29%

ほとんど
視聴しない
20%

視聴しない
42%
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くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

▲稚魚の放流

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
大
久
野
島

訪
問
税
導
入
検
討
事
業
」
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
戦
後
80
年
と
い
う

節
目
の
年
で
あ
り
、
私
た
ち
は
再
び

戦
争
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
、
そ
し
て
、
過
去
の
歴
史
を
風
化

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て

胸
に
刻
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
大
久
野
島
は
、
竹
原
市
に
と
っ
て

毒
ガ
ス
関
連
遺
跡
と
い
う
重
い
歴
史

を
背
負
っ
た
、
決
し
て
失
っ
て
は
な

ら
な
い
大
切
な
場
所
で
す
。

　
今
回
の
訪
問
税
の
検
討
は
、
環
境

整
備
の
促
進
や
毒
ガ
ス
関
連
遺
跡
の

管
理
・
保
全
、
イ
ン
フ
ラ
の
課
題
解

消
と
い
っ
た
取
組
の
財
源
を
確
保
し
、

持
続
可
能
な
保
存
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
の
第
一
歩
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
大
久
野
島
は
竹
原
市
に
所
在
し
な

が
ら
も
十
分
な
整
備
が
進
ん
で
い
な

い
と
い
う
長
年
の
課
題
を
抱
え
て
き

ま
し
た
。

　
訪
問
税
の
導
入
が
こ
う
し
た
課
題

を
解
決
し
、
未
来
に
歴
史
を
正
し
く

伝
え
て
い
く
大
き
な
力
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。村

上　
ま
ゆ
子

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　◎
村
上
ま
ゆ
子

　〇
今
田

　佳
男

　
　蕎
麦
田
俊
夫

　
　堀
越

　賢
二

　
　宇
野

　武
則

　
　松
本

　
　進

編
集
後
記

《
特
集
後
記
》

　
私
と
（
旧
）
竹
原
漁
業
協
同
組
合
と
の

関
わ
り
の
は
じ
ま
り
は
、
昭
和
50
年
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
会
議
の
目
的
は
、
組
合
員
と
一
般
遊
漁

者
と
の
関
係
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、

私
の
方
か
ら
申
し
入
れ
、
相
互
の
役
員
が

出
席
し
、
会
議
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。

　
昭
和
52
年
に
竹
原
地
区
小
型
船
舶
連
合

会
を
設
立
。
目
的
は
環
境
や
資
源
の
保
護

・
育
成
、
海
上
安
全
運
航
、
会
員
相
互
の

親
睦
で
あ
り
ま
す
。
会
員
資
格
は
船
舶
を

有
す
る
者
と
し
、
結
成
時
会
員
は
約
80
名
、

翌
年
に
は
１
３
０
名
、
昭
和
60
年
代
初
頭

に
は
２
３
０
名
で
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
７
年
に
県
指
導
で
芸
南
漁
業
協
同

組
合
が
設
立
し
、
当
時
の
組
合
長
の
尽
力

に
よ
っ
て
、
広
島
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

が
建
設
さ
れ
、
「
取
る
漁
業
」
か
ら
「
育

て
る
漁
業
」
へ
の
転
換
が
進
み
、
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
竹
原
港
か
ら
観
光
遊
漁
船
で
家

族
や
グ
ル
ー
プ
で
の
釣
り
を
楽
し
む
方
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
農
林
水
産
へ
の
行
政

の
積
極
的
関
与
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

宇
野　
武
則

　元
気
な
海
を

取
り
戻
し
た
い

　

特  集
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